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＜青明舎登録者様　情報交換＞

· 繁名　和恵　様～先週、不調によりデイケア欠席しがち。土曜日には訪問看護利用日であり、その

際、性的な内容やお姉様の声での幻聴があり通所困難を訴えていたと情報あり。又、騒音などの迷惑行為があり、どのように対応したら良いかパンションの管理人から相談の連絡が入っているとの事。

⇒青明舎が中心となり、パンションでの状況確認を行う。状況により本人を交えて話し合いを行う事を検討する。

· 赤坂　順市　様～本日祝日の為デイケアを欠席。青明舎の訪問時に今週は休まずデイケア通所する

ように声を掛けている。

· 村田　昭一　様～八戸赤十字病院での検査を6月に予定しながら実施していない件について、

お兄様が本人の訪問に来た際に情報提供している。お兄様からも本人へ受診するよう説明して頂いているが、まだ受診していない。

⇒再度本人へ検査の必要性を説明していく。必要に応じて青明舎が付添受診・

検査を行う。

· 我満　奈津紀様～娘様の夏休み期間中8/5まではうみねこ学級に週1日（水曜日）登校しなくては

いけないが、日中に時間を取れるようになる為、午後から本人がデイケア来所

すると話す。その時間は娘様が自宅に1人で過ごすとの事。

娘様が一人で過ごす際に、

1 暑くても部屋の窓を開けない　② 水分・食事摂取をしない

等の傾向にあり、以前脱水や膀胱炎となったことがある為、自宅に1人にしておく事の危険性を説明。本人の気分転換の為には娘様と距離を置く必要もあることから、娘様の日中の活動場所として青明舎の利用を本人へ提案している。

⇒本人から後日、娘様の活動場所について青明舎へ相談に行くと話があった為、青明舎へ情報提供している。

· 袴田　隆裕　様～おいらせ役場から青明舎への本人の支援期限が切れ、役場へ連絡しても更新され

ない為、本人の青明舎利用が困難な状態となっている。本人からの電話での相談は継続して入っているが、何かあった際にはおいらせ役場へ相談して頂けるよう本人へ説明している。本人からは、9月を目途に就労場所を探して行きたいと希望あり。又、デイケア通所も全く行えておらず、本人から連絡なく欠席している状態。

⇒青明舎の利用が困難であれば、デイケアの利用方法について再考する必要あり。担当医と相談し、利用方法や援助・必要時の連絡場所や連絡方法について確認していく。

· 東山　昇　　様～社会福祉協議会を利用するにあたり、社会福祉協議会：間山様から本人がどの

ような方なのか情報提供を貰いたいと連絡あり。明日15：00から通所ミーティングルームにて関係機関（社協担当者・青明舎・病院ＰＳＷ・通所担当者）に

集まって頂き、情報共有を行う予定。

⇒担当医へ、明日話し合いが行われる事を情報提供し、東山様に関して担当医

からの連絡事項などを確認する。

＜事例検討＞

横町　浩様（39）統合失調症　通所開始後：8年1ヶ月

検討内容　治療計画の評価・見直し、今後の関わり方の確認

治療計画
①プログラムを通じて、対人交流技能の獲得を図る

②定期的な面談を通じて、現実検討が出来るように関わりを持っていく

現状

· 就労を目指しており、「病気が良くなったらすぐにでも出来る」と話している。集中力や体力も考慮するよう伝えるが、「8時間でも働く事が出来る」と自己評価している。

· 会話中の声が小さく、口を開かない為聞き取る事も難しいが、「ちゃんと聞こえる。聞き返されることはない。」と話す。周囲のメンバーとの交流状況を見ていると、相手から聞き返されている事は多い。

· 周囲の話題が異なる時でも、唐突な話題で話をしてくる事が多い。又、プログラム中でも関係のない話をしてくる。

· 体重89.6kg。間食量は減っていると話しているが、普段の食事摂取量は多い。自宅での様子を確認すると、「普通だよ」と話すが、食べ過ぎにより嘔吐する事があると話す。採血の結果、中性脂肪も高め。

· 活動量は通所内ではあまり動いている様子は見られないが、自宅から往復30分を掛け徒歩で通所。

· 病識は、「病気は良くなっている」と話しているが、内服を拒否する事はなく「薬を出されているから飲んでいる」と報告している。

· 自己能力に関して過大評価傾向にあり、細かな項目について振り返りしながら評価を行うが、自己評価が変わる事はない。

· 作業プログラムでは、徐々に集中力が身についてきていると話しており、「作品を最後まで投げ出さずに作る事が出来るようになった」と評価している。デイケアのプログラムが現在の自分にとって必要との発言も聞かれている。

治療計画評価
①プログラムを通じて、対人交流技能の獲得を図る

⇒唐突であったり、自己中心的な内容での交流は依然見られる為計画を継続。ＳＳＴや面談を通して、計画を実施していく。

②定期的な面談を通じて、現実検討が出来るように関わりを持っていく

　⇒課題評価傾向は変わらないが、徐々に自分の能力に対しての評価は行えるようになっている為、計画を継続。定期的な面談の中で、生活の振り返りをしながら自己評価を繰り返していく。

※計画の追加　

③食事摂取量の確認や通所で食事をする際の声かけを行い、定期的な振り返りを行っていく。

⇒過剰摂取による嘔吐を繰り返している事や、採血の結果中性脂肪が高値である事から治療計画に追加。

今後の対応

・面談を通して本人の評価の修正を行う。本人が変わってきている事や良い事に関しては、本人へスタッフの評価を伝えていく。

＜連絡事項＞

· 明日、役職者の観省会に伴い勤務変更あり。

大谷地　B勤務→C勤務　　　上野　 日勤→B勤務

山田　　C勤務→日勤　　　 佐々木  日勤→B勤務

· 本日までに、8月分の月間プログラム表へ各自プログラム内容を入力する事。

· 7/24、通所納涼会実施予定。

· 7/24、管理者研修あり。

＜通所利用者様情報＞

· 田中　正士　様～午前中のプログラム内容について卓球を希望されるが、身体への負担を考慮して

卓球への参加は出来ない事を説明。その後不機嫌となり、特定スタッフを無視する様子あり。又、本日歩行も不安定で壁や手すりに倒れこむように手をつく事が見られている。

⇒本人の歩行状態やプログラム参加状況を確認し、必要時には参加せずに見学

するよう説明する。

· 下町　サン子様～運動プログラム時に「フラフラする」と訴えあり。又、喉の渇きを訴え、水分の

多量摂取が見られている。

⇒水分摂取量を確認し、必要に応じて制限する。又、低血圧傾向にあるため不調

訴え時には血圧測定を行っていく。

· 田中　宏明　様～今朝来所しており、仕事が落ち着く為8月から通所を再開すると連絡あり。

· 下妻　康貴　様～木曜日に祖父が亡くなったと連絡あり。葬儀で忙しい為、本日ナイトケアを欠席

すると連絡あり。明日のナイトケア利用については、明日連絡を頂けるとの事。

＜外来患者様情報＞

· 田中　　一　様～特に変わりはないとのこと。週末は収縮期血圧130mmHgで安定していたと話され

ている。本日は血圧140/90mmHg、脈拍60回/分。体重79.8kgで減量傾向。










